
　北近江の寺院や仏堂に祀られている
多くの観音さま。今もなお地域の人た
ちによって守り継がれています。
　その中から代表的なものをシリーズ
で紹介しています。

北近江の
　観音さま
北近江の
　観音さま
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つ
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草
岡
神
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満
宮
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の
安
養
寺
に
伝
わ
り
、氏
神
と
と
も

に
氏
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集
落
の
守
り
本
尊
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し
て
、地
域
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民
に
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
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江

戸
時
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政
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詠
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版
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弘
法
大
師
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天
満
宮
御
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ノ
内
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あ
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ま
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。

　
そ
の
後
、明
治
初
期
の
神
仏
分
離
令
に
よ
り
、集
落
内
の
円
通
寺
に
遷
さ
れ
、現

在
は
光
勝
庵
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
観
音
さ
ま
は
、国
安
集
落
特
有
の

「
六ろ
く

斎さ
い

」と
呼
ば
れ
る
６
人
の
世
話
方
が
中
心
と
な
っ
て
護
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
像
は
、笑
み
を
た
た
え
た
豊
か
な
頬
、複
雑
に
乱
れ
な
が
ら
も
形
式
化
さ
れ

た
衣
文
、腰
の
引
き
締
ま
っ
た
程
よ
い
肉
付
け
、バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
体
躯
な
ど
に

特
色
が
あ
り
、室
町
時
代
頃
の
作
風
を
示
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
左
手
に
錫
杖
を

持
ち
ま
す
が
、当
初
は
蓮
華
を
挿
し
た
水
瓶
を
執
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
い
つ
の
時
代
か
、長
谷
寺（
本
尊
十
一
面
観
音
は
錫
杖
を
持
つ
）信
仰
の
影
響

に
よ
り
、こ
の
像
に
も
錫
杖
を

持
た
せ
た
の
で
し
ょ
う
。
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資
料
写
真
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錫
杖
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外
し
て
撮

影
し
て
い
ま
す
。
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シリーズ㉓
市
内
２
か
所
を「
思
い
や
り
ゾ
ー
ン
」に
指
定
し
ま
す

　
滋
賀
県
警
察
で
は
、平
成
23
年
度
か
ら
、高
齢
者
が
多
い
地
域

を「
思
い
や
り
ゾ
ー
ン
」に
指
定
し
、高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
の

た
め
の
重
点
的
な
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
指
定
地
域（
平
成
26
年
度
）】

　
①
川
道
町

　
②
木
之
本
町
黒
田・大
音・田
居・西
山

【
警
察
が
実
施
す
る
交
通
安
全
対
策
】

　
◦
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト（
危
険
箇
所
）マ
ッ
プ
の
作
成

　
◦
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
訪
問
事
業　
な
ど
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問
市
民
協
働
推
進
課（
☎
６
５–

８
７
２
２
）

長
浜・木
之
本
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
確
認
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

新入学（園）児と高齢者の
交通事故防止運動
　３月15日（土）～４月15日（火）
春の全国交通安全運動
  ４月６日（日）～４月15日（火）

平成25年交通事故多発交差点
（長浜地区、一部抜粋）

びわ湖長浜ツーデーマーチボランティア・スタッフ募集！

びわ湖長浜ツーデーマーチ　せっかくウオーク
「黒田官兵衛ゆかりの地を巡る ～木之本編～ 」 の参加者募集♪

～ＮＨＫ大河ドラマの主人公黒田官兵衛のゆかりの地や黒田官兵衛博覧会を巡るウオーキングです。また賤ヶ岳
合戦跡へも登ります。現地ガイドの説明付きですので山や歴史の好きな人はぜひご参加ください。

■問合せ　ツーデーマーチ実行委員会（市民体育館内）　☎６４－５１５１

全国から参加するウオーカーに
あたたかなおもてなしの心を伝える
ボランティアスタッフを募集しています。

お
も
て
な
し
の

心
を
伝
え
ま
し
ょ
う
♪

賤ヶ岳山頂から余呉湖を眺める

【と　き】	５月10日（土）・11日（日）　※１日でも可
【内　容】
　①スタート・ゴール会場　　受付、ゴール後の各種サービス業務
　　県立彦根総合運動場でお手伝いいただける人大歓迎！
　②コース中のサービス、チェックポイントでの飲物等の提供、
　　チェックスタンプ押印等の業務
　③交通誘導警備等
【申込み】	４月18日（金）までに電話で下記事務局まで

【と　き】	５月12日(月)	小雨決行　　　【定　員】		100人（先着順）
【集合時間と場所】		８時45分　JR木ノ本駅
【参加費】	 1,000円　※当日の昼食（お弁当）ガイド付
【コース】	 JR木ノ本駅～黒田家御廟所～大澤寺～黒田観音寺～樹徳寺
	 	～リフト～賤ヶ岳古戦場～リフト～北国街道～木之本宿～浄信寺
	 ～大河ドラマ館～ JR木ノ本駅
【申込み】	電話で下記事務局まで（定員に達し次第締め切ります）
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「長浜子育て憲章」・「長浜子どものちかい」への
意見を募集します

３月16日、30日、４月６日（すべて日曜日）

に本庁市民課の窓口を開きます。

問 教育指導課（☎７４−３７０１）

問 市民課（☎６５−６５１１）

　未来の長浜を担う子どもたちの心身のすこやか
な成長につながることを願い、「長浜の未来を拓く
教育検討委員会」などで検討し、親や大人の子育
て実践の指針となる「長浜子育て憲章」ならびに
子ども達の目標像を明らかにした「長浜子どもの
ちかい」をとりまとめました。皆さんの意見を募
集しています。
【募集期間】４月 10日（木）まで
【閲覧場所】	 	教育指導課、市政情報コーナー〈本館１階、

北部振興局、各支所〉、市ホームページ
(http://www.city.nagahama.shiga.jp)

【提出方法】	 	任意の様式に住所・氏名・電話番号を明
記し、郵送・FAX・Ｅメールまたは直接
下記まで

※３月23日（日）は開庁しませんのでご注意ください。

「長浜子育て憲章」・「長浜子どものちかい」をつくるに
あたり、フォーラムを開催します。
  長浜子育て・教育フォーラム
【と　き】３月 21日（金・祝）14時～
【ところ】浅井文化ホール（内保町）
【内　容】
　１部	 基調講演
	 『家庭・学校・地域の果たすそれぞれの役割』
	 講師：内田玲子	氏（家庭教育カウンセラー）
　２部	 	「長浜子育て憲章」・「長浜子どものちかい」
	 について
　３部	 パネルディスカッション
	 	「子育てで大切にすべきこと、子どものうちに

育てておきたいこと」

　上図は昨年、人身事故が多発した交差点です。通行
の際には、普段以上に安全確認に努めましょう。
問長浜署交通課　（☎６２−０１１０）
交通安全に関する詳しい情報は市ホームページ
http://www.city.nagahama.shiga.jp/

「一灯式点滅信号機」が
高輝度の反射式「一時停止標識」
に置き換わります
交通規制の効力に違いはありません。
従来通り交通ルールを守りましょう。

　問合せ・提出先　
教育指導課�〈浅井支所２階〉
〒526-0292		長浜市内保町2490-1
７４−３７９１

Eメール kyouiku-shidou@city.nagahama.lg.jp

内田玲子氏

八幡中山八反田交差点

市役所前交差点

川崎南大橋周辺

宮司橋交差点
アル・プラザ長浜

クリスタルプラザ

西友

長浜署

国
道
８
号
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